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平成２３年１月２９日（土）、奈良県文化会館で、１００名の方に集まっていただき、冬

の学習会を開催しました。午前に瓜生淑子先生（奈良教育大学:教授）、午後から斉藤宏先

生（帝京大学医学部付属病院耳鼻咽喉科:言語聴覚士）をお迎えして、２つの講演が行われ

ました。参加者の感想を少しずつ紹介させていただきます。

参参参加加加者者者ののの感感感想想想

子どもどうしが手話や音声言語を使って関わっている様子は、本当に生き生きと楽しそうです。子

どもどうしの世界を保障するというお話に、強く共感しました。手話から日本語（書き言葉）につなげ

ていくために、対象格や目標、動作主格などを意識して、子供たちに話しかけていくことが大切です

よね。格助詞・格関係が正しく身につく手助けになるのだと信じて、これからも保育していきたいと改

めて感じました。ご講演ありがとうございました。

「助詞」は国語を担当している者として、日々悩んでいます。日本の曖昧で間接的な言い回しをす

るためか、「が」「を」「に」「へ」を生徒に指導することが難しいです。話し言葉や書き言葉の指導も悩

んでいます。でも先生の話を聞き、何か出来る様な気がしてきました。教材研究を頑張ります。

格関係の発達経過がよくわかりました。「が」「を」「に」の子どもの注目度が年齢によって異なると

いうデータが興味深かったです。そのデータを元に、助詞の関係を可視化した教材を作れないだろ

うか？と新たなヒントをもらえたように思います。

何気なく幼稚部（早期含む）でことばの指導をしています。改めて乳幼児の話し言葉獲得の過程を

系統的にみていくことで、子どもがどこでとまどっているのか、年齢相応の発達なのか、といったこと

が分かり良かったと思います。手話言語についてはとても難しい問題なのでこれからも考察してい

きたいです。

普段乳幼児と接する際、助詞の使い方ひとつで、自分が思っている返答とはかけ離れた返答を受

けてしまうこともあり、話し方の難しさを感じていました。特に成育年齢によって、受け取り方がはっ

きりと変わるということが、先生の研究された内容からよくわかりました。本当に有り難うございまし

た。

講演Ⅰ『乳幼児の格助詞の関係について

－格助詞獲得の時期と過程を考える－』

瓜生 淑子 先生 （奈良教育大学：教授）



人工内耳手術（診断から手術決定まで）に至るまでの保護者の悩み・迷いを思うと、あらためて考

えさせられました。リスクやマイナス面についての詳しい説明は保護者との信頼につながるというお

話は日々の保育でも思い当たる場面があり、とても納得できました。”療育に関わる人たちの意見の

一致、協力・連繋が欠かせない”という部分が一番印象に残りました。教育現場もその一部です。ご

講演ありがとうございました。

学校現場からはなかなか見えにくい、病院側の人工内耳に対する考え方、保護者への対応のスタ

ンスを知ることができ、学校で子どもに関わる私たちの役割が見えてきたように思います。先生の立

場を置いての貴重なお話ありがとうございました。

医療と教育の連携の重要性は、人工内耳の増加に伴って強調されてきましたが、その具体的中身

は今一つ見えていませんでした。今回のお話は正に斎藤先生の取組が具体的に紹介されたのと、

豊富なデータを元にお話して頂いたので明快で分かりやすかったです。教師も１つの専門職として

自信をもち、保護者や病院との連携を取っていこうと思えました。どうもありがとうございました。

人工内耳について教育・医療など、子ども・保護者を取り巻く環境である私たちがきちんと連携をし

ていかないと、CI 装用を考えている保護者・子ども、そして装用した子ども・保護者を支援してくこと

ができないんだなぁ！と改めて感じました。人工内耳について、保護者がしっかり情報をつかんで判

断していくことが大切ですし、その情報提供も学校からもっと丁寧に行っていかなくては・・・と感じま

した。本当に、いろいろな話題、本音も交えてのお話で大変わかりやすく参考になりました。

平成２３年度の予定が１月の代表員会で審議されました。

平成２３年 ５月１２日（木）第１回代表委員会（大阪市立聴覚特別支援学校）

平成２３年 ８月１６日（水）第２回代表委員会（大阪府立生野聴覚支援学校）

１７日（木）第１３回講演会・講習会（午前：ホテルアウィーナ大阪）

（午後：生野聴覚支援学校）

１８日（金）第１３回講演会・講習会（１日：生野聴覚支援学校）

１１月 ５日（土）秋の講演会（会場未定：大阪市内）

平成２４年 １月２７日（金）第３回代表委員会（会場未定：兵庫）

１月２８日（土）冬の学習会（会場未定：兵庫）

来年度の予定
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講演Ⅱ 『人工内耳の今日的課題

～医療と教育の提携を中心に～』

斎藤 宏 先生

（帝京大学医学部付属病院耳鼻咽喉科:言語聴覚士）


